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USBcollabo-20V 設定手順書   

【設定手順内容】 

はじめてのパソコンでUSBcollabo-20V（ソフト）をご利用の場合は、以下の手順に従って設定を行ってください。 

 

■ＵＳＢｃｏｌｌａｂｏ－２０Ｖ（ソフト）の場合 

Ｎｏ. 項目 内容 

１ 機材のケーブル接続 パソコン、ＬＡＮケーブル、ヘッドセットを接続する。 

【注意】ＵＳＢｃｏｌｌａｂｏ－２０ＶとＷｅｂカメラのの接続は行わずに先に進んで

ください 

２ Ｗｅｂカメラの 

ドライバソフトインストール 

①ドライバソフトはＷｅｂカメラ添付のＣＤを利用。もしくはロジクールのホー

ムページより最新版をダウンロードしご利用下さい。 

■ロジクールホームページダウンロードサイト 

http://www.logicool.co.jp/index.cfm/downloads/software/JP/JA,CRID=179

4,contentid=9296 

 

②インストール完了後、ガイドに従いパソコンを再起動する。 

③再起動後、ガイド画面にしたがいカメラのＵＳＢケーブルを接続、カメラの

プレビュー画面が自動的に表示されるまで待つ。プレビュー画面が表示さ

れたらインストールは完了。 

④念のためもう一度再起動をかける。 

３ 

 

ウィルスソフト確認 市販のウィルス対策ソフト（ウィルスバスター、アンチウィルスなど）をご利用

で、パーソナルファイアーウォール機能がＯＮになっている場合は、その設

定をＯＦＦにしてください。 

４ 

 

その他パソコンの設定の確認 スクリーンセーバー、電源設定、省電力設定、サウンドオーディオ、ＩＣＭＰ設

定、ＤＣＯＭポートの設定を確認する。⇒詳細は、別紙の設定マニュアルを

参照下さい。 

５ パソコンにＵＳＢｃｏｌｌａｂｏ－２

０Ｖ（ＵＳＢソフト）を 

差込む 

①ＵＳＢｃｏｌｌａｂｏ－２０Ｖのドライバインストール後、パソコンを再起動する 

②ＷｏｎｄｅｒＳｔｒｅａｍの自動インストール完了後、会議ソフトが起動します 

【注意】 

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＳＰ２を使用している場合、ファイアーウォールブロック解除

のダイアログが表示されたら、全て「ブロックを解除する」を選択してくださ

い。あやまって「ブロックする」を選択した場合接続できなくなるのでご注意

下さい。 

６ 初期画面が起動したら環境設

定を行なう 

①会議参加社名、起動パスワードは必須 

②Ｖｉｄｅｏ（動画表示）のプレビューを確認 

③Ａｕｄｉｏ（音声入力）の調整をウィザード画面に従って確認 

７ 「主催する」→「会議室ロック」

で動作確認 

自分の顔が表示されればＯＫ 

 

８  いったん終了し、今度は「参加する」をクリックし、接続先リストに接続する相

手の名前とＩＰアドレスを登録する。登録したリストは、ＵＳＢメモリに記録さ

れるので、次回以降も利用が可能です。 

 

以上 

http://www.logicool.co.jp/index.cfm/downloads/software/JP/JA,CRID=179
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「USBcollabo-20V(Ver.3.3.9)」ご使用前に

このたびは「USBcollabo-20V(Ver.3.3.9)をご利用いただきまして、誠にありがとうございます。
尚、ご不明な点がございましたら弊社下記の営業までお問い合わせください。
　（日本アビオニクス株式会社　第二営業本部　MP営業部　TEL０３－５４３６－０６２２）

１）お手持ちのパソコンのOSにログオンし、USBcollabo-20Vを起動して下さい。
　　※管理者権限ユーザーでご使用下さい。

ご準備いただくもの

「USBcollabo-20Ｖ」をご利用いただくために必要な機材は以下のとおりです。　　　　　　　　

①USBollabo-20Ｖ
　　（パソコンに各１本）

②パソコン
　　　　　 ※必要スペック

　　OS：　　Windows　XP Professional 
　　　　　　　Windows2000 ProfessionalSP3以上
　　　　
　　CPU：　主催者・・・PentiumⅣ２．４GHz以上　
　　　　　　　　　　　　　 PentiumＭ１．４ＧＨｚ 　
　　　　　　 参加者・・・PentiumⅢ1GHz以上　

　 メモリ：256MB以上（推奨512MB）
　　ＨＤＤ：600MBの空きディスク容量
　　グラフィック解像度：　XGA（1024×768ドット）
　　ＤｉｒｅｃｔＤＸ　８.０以上
【注意点】
小電力設定、休止状態、スクリーンセイバーＯＦＦする③ネットワーク回線

　　　　　インターネットVPN
　　　　　IP－VPN
　　　　　ＬＡＮ
　　　　　VPNｻｰﾋﾞｽ（どこでもLAN）
　　　　　

2006.5.22Rev.0

④主催者側パソコンの固定ＩＰアドレスを
　参加者に通知する

⑤Ｗｅｂカメラ、ヘッドセットマイクもしくは１拠点に多人数参加する場合には
　エコーキャンセラーマイクとスピーカを接続して御使用ください

もしくはと

ヘッドセットマイク スピーカーとエコーキャンセラーマイクＷｅｂカメラ

　　　　　　　　【Ｗｅｂカメラ接続時の注意】
　　　　　　　　推奨メーカー　ロジクール社　ＱＶ－６０ＨＳなど
　　　　　　　　Ｗｅｂカメラをパソコンに接続するためには、ドライバのインストールが必要となります。
　　　　　　　　Ｗｅｂカメラに付属の説明書をご覧ください。
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「USBcollabo-20V(Ver.3.3.9)」環境設定マニュアル

＜２＞

①ＵＳＢｃｏｌｌａｂｏを挿し、パスワード　（評価機では
「avioavio」、製品版ではお客様が設定されたパスワード）
　を入力すると下記の画面が表示されます

②画面の環境設定ボタンをおすと設定画面がでます

＜１＞パソコンにＬＡＮケーブルを挿して電源入れる

　　　　ｗｅｂカメラとヘッドセットマイクもしくはエコーキャン

　　　　セラーマイクを接続してからUSBcollaboをパソコ

　　　　に差し込んでください

【会議の準備】

＜５＞初期画面の「初期設定」をクリックすると、

　　　　初期設定画面が表示されます。

　　※送信データーを帯域制限したい場合には

　　　　64K～1Mの間で設定が出来ます。

ＵＳＢ端子へ

マイク、スピーカ
　　端子へ

　LAN
ｹｰﾌﾞﾙ

＜４＞Ｗｅｂカメラとヘッドセットマイク、エコーキャンセラー

　　　　マイクの動作確認

　

＜３＞会議場所の所在地もしくは氏名を入力します。

（例）東京本社、太郎など

①Ｗｅｂカメラ起動確認“プレビュー”ボタンを押す

②音声機材との動作調整“調整“ボタンを押す

①
②
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＜４＞プログラムを終了するには、「プログラム終了」

　　　　ボタンをクリックしてください

（注意）USBcollabo-20Vをパソコンから取り外すには、

タスクバー（右下）の“ハードウエアの安全な取り外し”を

クリックし安全に取り外せることが確認できた後に

取り外して下さい

「USBcollabo-20V(Ver.3.3.9)」簡易マニュアル

＜３＞初期画面の「会議に参加」クリックすると接続先

一覧が表示されるので、空白のボタンをクリックし、接続
先の名称とIPアドレスを入力し「設定」すると登録されます
　※登録した接続先は、USBメモリに登録されるので、
　　次回以降も使用できます

＜２＞「起動パスワードを入力してください」と

きかれるのではじめてご使用時に設定したパスワード
“(例）avioａｖｉｏ”を入力しOKすると、使用可能となります

＜１＞USBcollaboをお手持ちのパソコンのＵＳＢスロットに

　　　　挿入すると自動起動します。

（注意：①USBcollabo内の遠隔ソフトが起動していますの

　　　　　　で使用中は外さないでください

　　　　　②はじめてUSBcollaboを使用するパソコンの
　　　　　　場合「インストール中」のメッーセージが

　　　　　　でますのでしばらく待ちください。）

【会議の準備】

【会議の終了】

【はじめてUSBcollabo-20Vを使うパソコンの注意点】

◆動画及び音声の配信用ソフトウェアがお客様
ご使用のPCに自動的にインストールされます。

◆インストールが終わりますと再起動を要求する
ダイアログが表示されますので、「再起動」をしてください。

※インストールが正常に行われなかった場合

　動画や音声が正常に配信、再生されない場合は、
” USBcollaboのリムーバブルのフォルダーｃｌｂMainから
WsＩｕｓｕｔをクイックしてアンインストール後、
USBメモリを安全な取り外をしてパソコンから外して
再度ＵＳＢｃｏｌｌａｂｏを差し込み直してください。
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USBcollabo-20Vご利用中はスクリーンセーバはOFF設定にして下さい。

１）「スタートメニュー」→「コントロールパネル」→「画面のプロパティ」で「スクリーンセーバー」を表示させる。

２）スクリーンセーバー「なし」を選択しOKをクリックする。

１．スクリーンセーバーOFF

なしを選択し、ＯＫ

iP-750C・USBcollabo-20V　ご利用前のパソコン設定マニュアル

2005.11.21　日本アビオニクス株式会社
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１）「スタートメニュー」→「コントロールパネル」→「電源オプションのプロパティ」で「電源設定」を表示させる。
　①「電源設定」を「常にオン」を選択
　②「常にオン」の電源設定の項目は全て「なし」を選択　
①、②を設定したら「適用」をクリック。

２）同じく「電源オプションのプロパティ」ウィンドウで「詳細設定」を表示させる。
　③「電源ボタン」はポータブルコンピュータを閉じたとき「何もしない」を選択し「適用」をクリック。

２．電源設定、省電力設定OFF

③何もしないを選択し、適用

①常にオンを選択

②全てなしに設定し、適用
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３）同じく「電源オプションのプロパティ」ウィンドウで「休止状態」を表示させる。
　④「休止状態」は「休止状態を有効にする」のチェックをはずし、「ＯＫ」をクリックする。

④チェックを外し、ＯＫ
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３．サウンドオーディオ設定

１）「スタートメニュー」→「コントロールパネル」→「サウンドとオーディオデバイスのプロパティ」で「音量」を表示させる
　①「デバイスの音量」の「ミュート」のチェックをはずす。

①チェックを外し、適用

　　②同じく「サウンドとオーディオデバイスのプロパティ」で「音声」ウィンドウで「音声再生」→「音量」を表示させる。
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③チェックを外し、閉じる

③「ボリュームコントロール」ウィンドウで「ボリュームコントロール」の全ミュートと「ＷＡＶＥ」のミュートが外れて
いることを確認しウィンドウを閉じる。

④同じく「音声」ウィンドウで「「音声録音」→「音量」を表示させる。　　 ⑤「録音音源」で音量を最大にスライドし、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「選択」にチェックをする。
　

　

⑤ゼロ以上、選択を
　チェックし閉じる
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本設定は、パソコンのＯＳがWindowsＸＰ ＳＰ２の場合に行ってください。（その他のOSをお使いの場合は不要です。）
１）「スタートメニュー」→「コントロールパネル」→「Windowsファイアウォール」→「詳細設定」を表示させる

①ネットワーク接続設定の設定「ローカルエリア接続」をチェックし、クリックしてブルーに反転させる

４．ローカルエリア接続　ＩＣＭＰ設定

①をチェックし、ブルーに反転
させ「設定」クリック
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②「ICMP」を表示させ、「エコー要求の着信を許可する」にチェックし、OKして閉じる。

②チェックし、OKで閉じる
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動画・音声通信には一部動的なポートを使用するものがあります。お客様の使用環境でファイアウォールの設定が
されている場合、以下の手順で、この通信ポートを固定の範囲に指定するようにしてください。

①「スタート」→「コントロールパネル」→「管理ツール」→「コンポーネントサービス」を開く

②「コンポーネントサービス」の左側のリストから、「コンポーネントサービス」→「コンピュータ」→「マイコンピュータ」を
順次選択し、「マイコンピュータ」でマウスの右クリックで「プロパティ」を選択する。

③表示された下記のウィンドウで、「規定のプロトコル」タブを選択し、「DCOMプロトコル（M）」のリストに表示されてい
る「接続指向TCP/IP」が選択されていることを確認し、「プロパティ」をクリックする。

５．DCOMポートの設定

②マウスの右ボタンでプロパティを選択
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④下記のウィンドウが表示されるので、「追加」ボタンをクリック。

⑤使用するポート範囲（16400-16499）を入力し、OKをクリック。

⑥「ポート範囲」に設定した範囲があることを確認して、「OK」ボタンをクリックする。その後表示されるウィンドウでも
　「OK」ボタンをクリックして設定を確定してください。
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１）「スタートメニュー」→「コントロールパネル」→「タスクバーと[スタートメニュー]のプロパティを表示させ、「タスクバー
を自動的に隠す」のみチェックを入れてOKで閉じてください。

７．タスクバー設定

以上１～７の設定が完了しましたら、パソコンを再起動してください。
これでパソコン設定の確認は終了です。


